
［参考・８～11月（確報）］
消費税率引上げ前後の
価格動向等に関する
意識調査結果

令和元年12月18日（水）



 あったと感じましたか。当てはまるものを全て選んでください。
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％

生鮮食品

外食

日用品（家庭用消耗品、雑貨等）

飲食料品（生鮮食品を除く）

交通関連（鉄道、バス、タクシー運賃等）

光熱・水道料金（電気、ガス、上下水道料金等）

衣料、履物類

理美容関連

通信関連（固定・携帯電話料金、インターネット接続料、郵便等）

自動車等関係（維持等を含む）

家庭用耐久財（家電・家具等）

教養娯楽サービス（旅行、習い事、施設等入場料等）

保健医療（医薬品、健康用品、保健医療サービス等）

教養娯楽用品（書籍、ＣＤ等のソフト類、スポーツ用品等）

身の回り用品（かばん、腕時計・指輪等）

住居関連（家賃、修繕・維持等）

たばこ

保育・教育関連

その他

特にない

11月調査（N=3,181人、M.T.=330.7%）

10月調査（N=3,257人、M.T.=385.3%）

９月調査（N=3,287人、M.T.=262.9%）

８月調査（N=3,234人、M.T.=315.6%）

※８月調査では３か月の間

問１　あなたが日々のお買物をする中で、この１か月の間にどのような分野の商品・サービスにおいて値上げが

注）消費税率引上げ前後の価格動向等については物価モニター調査の８～11月調査のみの設問であったため、

  ８～11月調査から　   当該意識調査部分を抜粋し、確報として数値を更新した上で、参考として公表するものである。

　１．意識調査結果
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問２　（問１で１つでも値上げされたと感じる商品・サービスの分野があったと回答した方がお答えください。）

 問１でお答えいただいた商品・サービス分野で、どのような値上げがあったと感じましたか。 

当てはまるものを全て選んでください。
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

商品・サービスの量や内容は変わらず、値上げが行われた

商品・サービスの価格は据え置かれたまま、

量や内容が調整された（いわゆる実質値上げ）

商品・サービスの料金体系が見直される中で、

値上げされるものもあった

これまで行われてきたセールや値引きがなくなった

新しい商品・サービスの価格に合わせて、

既存の商品・サービスの値上げが行われた

商品・サービスの量や内容を増やす（改善する）ことにより、

値上げが行われた

高価格帯の商品・サービスへの入替えが行われた

その他

11月調査（N=2,731人、M.T.=168.4%）

10月調査（N=2,985人、M.T.=174.9%）

９月調査（N=2,759人、M.T.=175.9%）

８月調査（N=2,979人、M.T.=187.9%）
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問３　あなたが日々のお買物をする中で、この１か月の間にどのような分野の商品・サービスにおいて値下げが

 あったと感じましたか。当てはまるものを全て選んでください。
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特にない

生鮮食品

飲食料品（生鮮食品を除く）

衣料、履物類

日用品（家庭用消耗品、雑貨等）

外食

家庭用耐久財（家電・家具等）

通信関連（固定・携帯電話料金、インターネット接続料、郵便等）

交通関連（鉄道、バス、タクシー運賃等）

保育・教育関連

光熱・水道料金（電気、ガス、上下水道料金等）

自動車等関係（維持等を含む）

保健医療（医薬品、健康用品、保健医療サービス等）

教養娯楽サービス（旅行、習い事、施設等入場料等）

理美容関連

教養娯楽用品（書籍、ＣＤ等のソフト類、スポーツ用品等）

住居関連（家賃、修繕・維持等）

身の回り用品（かばん、腕時計・指輪等）

たばこ

その他

11月調査（N=3,181人、M.T.=121.6%）

10月調査（N=3,257人、M.T.=117.1%）

９月調査（N=3,287人、M.T.=114.2%）

８月調査（N=3,234人、M.T.=115.8%）

※８月調査では３か月の間
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問４　（問３で１つでも値下げされたと感じる商品・サービスの分野があったと回答した方がお答えください。）

 問３でお答えいただいた商品・サービス分野で、どのような値下げがあったと感じましたか。

 当てはまるものを全て選んでください。
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商品・サービスの量や内容は変わらず、値下げが行われた

これまでよりもセールや値引きが行われるようになった

商品・サービスの料金体系が見直される中で、

値下げされるものもあった

新しい商品・サービスの価格に合わせて、

既存の商品・サービスの値下げが行われた

商品・サービスの価格は据え置かれたまま、

量や内容が改善された

商品・サービスの量や内容を減らしたり

質を落としたりすることにより、値下げが行われた

低価格帯の商品・サービスへの入替えが行われた

その他

10月調査（N=757人、M.T.=129.2%）

９月調査（N=851人、M.T.=125.5%）

８月調査（N=762人、M.T.=130.8%）

※問４は８～10月調査のみの設問
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問５　標準税率対象商品と軽減税率対象商品のいずれも販売されている店舗において、店頭価格の表示方法の

 うち、あなたが最も適切と感じたものは、以下のいずれでしょうか。

※軽減税率対象商品：飲食料品（お酒・外食を除く）及び新聞（定期購読契約が締結された週2回以上発行されるもの）

標準税率対象商品：その他の品目

（調査期間内にスーパーやコンビニエンスストアにおけるイートインスペースを利用された方がお答えください。）

問６　飲食料品（お酒を除く）をスーパーやコンビニエンスストアで購入し、当該店舗のイートインスペースで

　 飲食をする場合（店内飲食）には、標準税率の10％が適用されます。飲食料品（お酒を除く）を、買って

　帰るだけの場合（持ち帰り）には、軽減税率の8％が適用されるため、お店側が、「店内飲食（10％）」か、

　「持ち帰り（8％）」なのかを、販売時点で、顧客に意思確認することにより判断することとされています。

　この意思確認については、例えば、「イートインスペースを利用する場合にはお申し出ください」といった

　掲示（ポスター等）により行うことも可能となっていますが、この方法により意思確認を行っている店舗

　に関して、あなたが調査期間内にイートインスペースを利用した際に感じたことを、以下の選択肢から

　選んでください。
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掲示が小さい等、認識しづらかった 掲示がレジ周り以外の場所にあった その他
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N=3,181人

税込価格のみ 税抜価格のみ

税込価格及び税抜価格 税込価格及び消費税額

税抜価格及び消費税額 税込価格、税抜価格及び消費税額

無回答

掲示が分かりにくかったとした回答の内訳

※問５、問６は11月調査のみの設問

掲示が分かりにくかった
とした回答の内訳
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２. ８～11月調査（確報）の回答者の属性

　８月調査の回答者数：3,234人

①性別

男性 928人 （28.7％）

女性 2306人 （71.3％）

②年齢
20～29歳 119人 （3.7％）

30～39歳 583人 （18.0％）

40～49歳 1079人 （33.4％）

50～59歳 908人 （28.1％）

60～69歳 438人 （13.5％）

70歳以上 107人 （3.3％）

③職業
正社員 986人 （30.5％）

正社員以外の被雇用者 938人 （29.0％）

会社、団体などの役員 24人 （0.7％）

自営業 140人 （4.3％）

専業の主婦・主夫 856人 （26.5％）

学生 24人 （0.7％）

無職 216人 （6.7％）

その他 50人 （1.5％）

④居住地方
北海道 145人 （4.5％）

東北地方 215人 （6.6％）

関東地方 1127人 （34.8％）

北陸甲信越地方 203人 （6.3％）

中部地方 380人 （11.8％）

近畿地方 534人 （16.5％）

中国地方 187人 （5.8％）

四国地方 100人 （3.1％）

九州・沖縄地方 341人 （10.5％）

⑤居住形態
単身 273人 （8.4％）

二人暮らし 939人 （29.0％）

三人暮らし 901人 （27.9％）

四人暮らし 829人 （25.6％）

五人以上 290人 （9.0％）

⑥世帯年収
300万円未満 461人 （14.3％）

300～500万円 835人 （25.8％）

500～700万円 871人 （26.9％）

700～1,000万円 721人 （22.3％）

1,000万円以上 342人 （10.6％）
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　９月調査の回答者数：3,287人

①性別

男性 919人 （28.0％）

女性 2368人 （72.0％）

②年齢
20～29歳 93人 （2.8％）

30～39歳 594人 （18.1％）

40～49歳 1092人 （33.2％）

50～59歳 951人 （28.9％）

60～69歳 446人 （13.6％）

70歳以上 111人 （3.4％）

③職業
正社員 980人 （29.8％）

正社員以外の被雇用者 942人 （28.7％）

会社、団体などの役員 24人 （0.7％）

自営業 136人 （4.1％）

専業の主婦・主夫 900人 （27.4％）

学生 19人 （0.6％）

無職 230人 （7.0％）

その他 56人 （1.7％）

④居住地方
北海道 143人 （4.4％）

東北地方 222人 （6.8％）

関東地方 1155人 （35.1％）

北陸甲信越地方 206人 （6.3％）

中部地方 381人 （11.6％）

近畿地方 546人 （16.6％）

中国地方 185人 （5.6％）

四国地方 102人 （3.1％）

九州・沖縄地方 346人 （10.5％）

⑤居住形態
単身 265人 （8.1％）

二人暮らし 973人 （29.6％）

三人暮らし 914人 （27.8％）

四人暮らし 836人 （25.4％）

五人以上 298人 （9.1％）

⑥世帯年収
300万円未満 463人 （14.1％）

300～500万円 856人 （26.0％）

500～700万円 885人 （26.9％）

700～1,000万円 728人 （22.1％）

1,000万円以上 352人 （10.7％）
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　10月調査の回答者数：3,257人

①性別

男性 917人 （28.2％）

女性 2340人 （71.8％）

②年齢
20～29歳 98人 （3.0％）

30～39歳 574人 （17.6％）

40～49歳 1082人 （33.2％）

50～59歳 941人 （28.9％）

60～69歳 448人 （13.8％）

70歳以上 114人 （3.5％）

③職業
正社員 987人 （30.3％）

正社員以外の被雇用者 933人 （28.6％）

会社、団体などの役員 18人 （0.6％）

自営業 138人 （4.2％）

専業の主婦・主夫 880人 （27.0％）

学生 18人 （0.6％）

無職 228人 （7.0％）

その他 55人 （1.7％）

④居住地方
北海道 141人 （4.3％）

東北地方 217人 （6.7％）

関東地方 1147人 （35.2％）

北陸甲信越地方 207人 （6.4％）

中部地方 383人 （11.8％）

近畿地方 541人 （16.6％）

中国地方 184人 （5.6％）

四国地方 99人 （3.0％）

九州・沖縄地方 338人 （10.4％）

⑤居住形態
単身 272人 （8.4％）

二人暮らし 964人 （29.6％）

三人暮らし 911人 （28.0％）

四人暮らし 814人 （25.0％）

五人以上 296人 （9.1％）

⑥世帯年収
300万円未満 456人 （14.0％）

300～500万円 825人 （25.3％）

500～700万円 920人 （28.2％）

700～1,000万円 701人 （21.5％）

1,000万円以上 353人 （10.8％）
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　11月調査の回答者数：3,181人

①性別

男性 903人 （28.4％）

女性 2278人 （71.6％）

②年齢
20～29歳 86人 （2.7％）

30～39歳 546人 （17.2％）

40～49歳 1064人 （33.4％）

50～59歳 924人 （29.0％）

60～69歳 450人 （14.1％）

70歳以上 111人 （3.5％）

③職業
正社員 960人 （30.2％）

正社員以外の被雇用者 907人 （28.5％）

会社、団体などの役員 22人 （0.7％）

自営業 133人 （4.2％）

専業の主婦・主夫 874人 （27.5％）

学生 19人 （0.6％）

無職 213人 （6.7％）

その他 53人 （1.7％）

④居住地方
北海道 143人 （4.5％）

東北地方 211人 （6.6％）

関東地方 1115人 （35.1％）

北陸甲信越地方 204人 （6.4％）

中部地方 380人 （11.9％）

近畿地方 530人 （16.7％）

中国地方 180人 （5.7％）

四国地方 90人 （2.8％）

九州・沖縄地方 328人 （10.3％）

⑤居住形態
単身 271人 （8.5％）

二人暮らし 943人 （29.6％）

三人暮らし 882人 （27.7％）

四人暮らし 795人 （25.0％）

五人以上 290人 （9.1％）

⑥世帯年収
300万円未満 446人 （14.0％）

300～500万円 823人 （25.9％）

500～700万円 871人 （27.4％）

700～1,000万円 698人 （21.9％）

1,000万円以上 341人 （10.7％）

9


	問11 ・12
	問13 (2)
	問14 (2)
	問15 (2)
	5.属性
	差替え
	問11 ・12

	表紙
	（作業用）◎意識調査結果グラフデータ
	問11ネット
	問12ネット
	問13ネット
	問14ネット
	問15ネット
	5.属性


	差替え
	問15 (2)

	（作業用）◎意識調査結果グラフデータ
	問13 (2)
	問14 (2)
	問15 (2)
	問11.12

	（作業用）◎意識調査結果グラフデータ
	問13 (2)
	問14 (2)
	問15 (2)
	問11.12

	（作業用）◎意識調査結果グラフデータ
	問14 (2)

	
	5.属性

	
	5.属性

	
	5.属性

	
	5.属性




